
 
 
 
 
 
 
 

第 5回首都圏救急医療ミーティング 
－救急医療、今日の話題－ 

 
 

日時：2004年 7月 10日（土曜日）午後 12時開演 

場所：シオノギ渋谷ビル 3階 レクチャーホール 



第 5回首都圏救急医療ミーティング 
テーマ 
 －救急医療、今日の話題－  
 

プログラム 
開演挨拶 12時 00分～5分 根本 学（埼玉医科大学） 
 
12時 05分～ 
第１部：講演 司会：太田祥一（東京医科大学救急医学）、根本 学 
1-1 MC体制 現状と課題               さいたま市消防局 塚田 孝 
1-2 消防教育における JPTECの位置づけ              東京消防庁 加藤 義則 
1-3 看護師に対する外傷初期対応教育        東京医科大学看護部 川原千香子 
1-4 臨床研修医に対するACLS教育             埼玉医科大学 高平修二 
1-5 ER、現在と未来                          慶應義塾大学医学部 鈴木 昌 
1-6 ERにおけるクリティカルパス            獨協医科大学越谷病院 田口博一 
1-7 外傷登録システム                  帝京大学医学部 森村尚登 
 
休憩 
 
14時 40分～14時 30分 
基調講演 「医師が救急現場に行くことの重要性」 

日本医科大学千葉北総病院 益子邦洋 
 
休憩 
 
15時 40分～ 
第二部：講演 司会：太田祥一、根本 学 
2-1 日本におけるPAD普及に関して                    国士舘大学 田中秀治 
2-2 災害医療 過去・現在・未来                 杏林大学医学部 山口芳裕 
 
準備 
16時 30分～18時 00分 
フリーディスカッション 司会：太田祥一、根本 学 
今流行の横文字（ACLS・ICLS・JATEC・PAD・MC）を中心に 
 
閉会挨拶 18時 00分 太田祥一 

（敬称略） 
懇親会：18時 30分～ 
参加費：3,000円（学生 1,500円）、懇親会費：未定 


